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２８６（－２）
４４１（－２）
２３０（－２）
２１１（±０）
274.22k㎡

広
報
か
み
き
た
や
ま
　

N
O
.669号

発
行
／
上
北
山
村
役
場
　
　
編
集
／
総
務
課

Ｐ２・３
Ｐ３～５
Ｐ６・７
Ｐ８
Ｐ９

令和5年12月定例村議会……………………
村の出来事……………………………………
税についての作文……………………………
吉野消防署からのお知らせ…………………
年金だより……………………………………

Ｐ10・11
Ｐ12
Ｐ13

Ｐ14

お知らせ………………………………………
奈良健康情報…………………………………
診療所だより…………………………………
日本赤十字社奈良県支部から
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― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

主な内容

　11月14日（火）、日本赤十字社奈良県支部から、上北山村に災

害救援車が貸与されました。

　災害救援車は、日本赤十字社奈良県支部への高額寄付者をは

じめ、毎年5月に村民皆さまからご協力いただいています日赤一

般社資などが費用の一部となっています。

　災害救援車は、災害救援活動の用に供するため、地区分区に

配備するものであり、災害時における救護資材及び救援物資の

搬送、赤十字思想普及、地区活動業務等に使用するものです。緊

急放送などに使用できるようマイクスピーカー・アンプ・ドライブ

レコーダーなどが搭載されていて、冬季にも対応すべく四輪駆

動車となっています。

　今後、災害救援をはじめとする赤十字活動や地域福祉の推進

に役立てられます。

　毎年5月は赤十字社資募集期間となっており、皆さまの引き続

きのご支援・ご協力をお願いいたします。

　本村では、20歳を迎えた方を対象に「二十歳を祝う会」として
毎年1月に開催していましたが、成人年齢(18歳)の引き下げや
該当者の減少などにより令和5年度は実施せず、令和6年度に
「成人を祝う会」として実施する予定となりましたのでお知らせ
します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  教育委員会

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

【1月4日】

【12月25日】
・国民健康保険税　  第6期

・介護保険料　  　　第5期
・後期高齢者保険料  第6期
・固定資産税   　　　第3期

日本赤十字社奈良県支部から
災害救援車貸与

成人式(二十歳を祝う会)について



①
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

　

令
和
５
年
９
月
か
ら
１１
月
ま
で
の
例
月

出
納
検
査
の
結
果
報
告
で
す
。

①
令
和
５
年
度
上
北
山
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

※
３
３
０
万
円
の
増
額

　

台
風
７
号
の
影
響
に
よ
り
損
傷
し
た
林

道
サ
ン
ギ
リ
線
に
お
け
る
整
備
工
事
及
び

ナ
メ
ゴ
谷
治
山
事
業
に
お
け
る
進
入
路
の

崩
土
箇
所
の
応
急
工
事
に
係
る
増
額
補
正

で
す
。

②
上
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
医
療
職
給
料
表

を
準
用
で
き
る
よ
う
に
文
言
を
追
加
す
る

等
の
改
正
で
す
。

①
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、

給
料
表
の
改
正
と
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支

給
率
の
引
き
上
げ
を
行
う
改
正
で
す
。

②
上
北
山
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　令和５年第４回定例村議会が、12月7日に開会し、報告3件、議案13件が
審議・審査され、上程された報告および議案はすべて原案どおり承認・可決
されました。審議・審査された報告及び議案は下記のとおりです。

　

国
の
改
正
に
準
じ
、
議
会
議
員
の
期

末
手
当
の
支
給
率
の
引
き
上
げ
を
行
う

改
正
で
す
。

③
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

国
の
改
正
に
準
じ
、
村
長
及
び
副
村

長
の
期
末
手
当
の
支
給
率
の
引
き
上
げ

を
行
う
改
正
で
す
。

④
上
北
山
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

国
の
改
正
に
準
じ
、
教
育
長
の
期
末

手
当
の
支
給
率
の
引
き
上
げ
を
行
う
改

正
で
す
。

⑤
上
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
改
定
の

実
施
時
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
遡
及

し
て
適
用
す
る
な
ど
、
一
般
職
の
職
員

の
取
扱
い
に
準
じ
る
こ
と
と
す
る
改
正

で
す
。

⑥
上
北
山
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

国
保
税
の
納
税
義
務
者
又
は
そ
の
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
が
出
産
す
る
予
定

又
は
出
産
し
た
場
合
に
、
納
税
義
務
者

に
対
し
て
課
す
る
所
得
割
額
及
び
被

保
険
者
均
等
割
額
を
減
免
す
る
こ
と

と
す
る
改
正
で
す
。

⑦
上
北
山
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
6
年
度
か
ら
の
地
方
公
営
企

業
法
の
適
用
に
伴
い
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
条
例
制
定
を
行
う
も

の
で
す
。

⑧
令
和
５
年
度
上
北
山
村
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

※
21
万
4
千
円
の
増
額

　

給
与
改
正
に
伴
う
増
額
で
す
。

⑨
令
和
５
年
度
上
北
山
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

※
１
８
３
万
１
千
円
の
増
額

　

産
前
産
後
保
険
料
免
除
制
度
に

対
応
し
た
国
保
シ
ス
テ
ム
に
改
修
す

る
委
託
料
の
増
額
等
に
伴
う
補
正
で

す
。

⑩
令
和
５
年
度
上
北
山
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

※
48
万
１
千
円
の
増
額

会
計
年
度
任
用
職
員
（
看
護
師
）
の

人
件
費
の
追
加
に
伴
う
増
額
補
正
で

す
。

⑪
令
和
５
年
度
上
北
山
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

※
２
０
２
万
円
の
増
額

1212
月
定
例
村
議
会

月
定
例
村
議
会

令
和
令
和
55
年年

報
　
告

議
　
案

専
決
処
分
事
項
の
報
告
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介
護
保
険
制
度
改
正
に
対
応
し
た

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
に
改
修
す
る
委

託
料
の
増
額
に
伴
う
補
正
で
す
。

⑫
令
和
5
年
度
上
北
山
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

※
3
，
４
８
４
万
8
千
円
の
増
額

　

給
与
改
正
等
に
伴
う
人
件
費

１
０
５
万
６
千
円
の
増
額
、
庁
舎

の
あ
り
方
検
討
調
査
業
務
委
託
料

１
６
５
万
円
の
増
額
、
生
活
応
援
商

品
券
に
係
る
予
算
７
１
６
万
9
千
円

の
増
額
、
移
住
定
住
促
進
事
業
補

助
金
３
０
０
万
円
の
増
額
、
税
法
改

正
等
に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
３
３
０
万
円
の
増
額
、
戸
籍
シ

ス
テ
ム
振
り
仮
名
対
応
作
業
委
託
料

３
６
３
万
円
の
増
額
、
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付

金
事
業
費
７
３
６
万
９
千
円
の
増
額

等
に
係
る
補
正
で
す
。

⑬
上
北
山
村
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
、
戸
籍
（
除
籍
）
電

子
証
明
書
提
供
用
識
別
符
号
の
発
行

に
係
る
手
数
料
を
徴
収
す
る
事
務
及

び
金
額
を
新
た
に
定
め
る
等
に
対
応

し
た
改
正
で
す
。

※
一
般
質
問
の
概
要
は
1
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

村の出来事Topics

上北山剣道クラブ　剣道段位審査会合格者上北山剣道クラブ　剣道段位審査会合格者
　令和 5 年 8 月 27 日（日）、ロート奈良武道場（奈良市中央武道場）に
おいて奈良県剣道連盟主催の剣道段位審査会が行われました。
　上北山剣道クラブにおいて昇段された方は次のとおりです。　
　三段　水谷　翔太（やまゆり学園教師）

グラウンドゴルフ大会グラウンドゴルフ大会
　11 月 16 日（木）、小橡健民グラウンドにおいてグラウン
ドゴルフ大会が開催されました。
　当日は 30 名の方が参加され、肌寒い日ではありましたが
皆さんいきいきと競技されていました。
　グラウンドゴルフは、楽しく運動できる軽スポーツです。
　健康のためにも皆様のご参加よろしくお願いいたします。

農産物品評会農産物品評会
　12月6日（水）、村振興センター大集会室において農産物品評会が行われました。
　９名の方が出品し、村内で育てられた白菜や大根、レモンなど１８点の新鮮な野菜・果物が並び
ました。
　最優秀賞には、河合区の更谷令子さんの育てた白菜が選ばれました。
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やまんなかマルシェかみきたinもみじ祭りやまんなかマルシェかみきたinもみじ祭り
　10月29日(日)、 小処温泉駐車場にて一般社団法人がんばろらえ・かみきたの主催により「やまんなかマル
シェかみきたinもみじ祭り」が開催されました。
　11月26日をもって閉館することになった小処温泉の約50年のあゆみを振り返り、村民が集って思い出を
語りあう場となることを目指して企画したイベントで、小橡自治会有志による餅つきや軽食、野菜、雑貨な
どの販売が行われました。
　イベントでは下北山村在住の音楽ユニット「こだまカンタービレ」によるライブ演奏も行われ、かつて小
処温泉のために作詞作曲された曲「小処エレジー」も披露されました。
　紅葉が始まった山々に囲まれた会場は、数年ぶりに訪れたという村民の方や、大台ヶ原登山後のハイ
カー、小処温泉の閉館を惜しむファン、ボランティアスタッフなど、約200人の来場者でにぎわいました。

「森の生き物を学ぶ」教室「森の生き物を学ぶ」教室

　１１月２６日（日）、小橡・小処の旧・山乃ホテルバンビにおいて、一般財団法人C.W.ニコル・ア
ファンの森財団の川崎氏と野口氏を講師に招き、「森の生き物を学ぶ」教室が実施されました。
　参加した子どもたちは、村の自然についての話を聞き、早稲田大学の学生と一緒にフクロウやヤマネ
の巣箱作りを行い、森の木に巣箱を架けました。森の生き物を学ぶことから森の豊かさを知り、森の価
値を学ぶことができました。
　上北山村では、森林環境譲与税を財源に地域内外の方へ森林・林業の役割や木材利用の理解と関心を
高める活動をしています。この事業は、早稲田大学理工学術院 創造理工学研究科 建築学専攻 古谷誠章
研究室と上北山村の連携により行われました。

村の出来事Topics
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やまゆり学園マラソン大会やまゆり学園マラソン大会
　12月9日（土）、やまゆり学園マラソン大会が開催されました。
　一般参加者も含め16名が出場し、保護者の方や地域の皆さんが応援する中、全選手が完走しました。
　走ったあとは、PTA・保護者の方々が作った温かいけんちん汁が振る舞われました。

上北山村歴史探訪バスツアー上北山村歴史探訪バスツアー
　12月5日（火）、教育委員会主催の歴史探訪バスツアーが、コロナ渦
を経て、3年ぶりに開催され、10名の方が参加されました。
　今回は滋賀県甲賀市信楽町にある「MIHO　MUSEUM」で開催され
た秋季特別展「金峯山の遺宝と神仏」を見に行きました。
　修験道ともかかわりが深い上北山村に伝わる三体の像「不動明王立
像」「蔵王権現懸仏残欠」「役行者・前鬼後鬼像」も展示されました。
　今後も歴史探訪バスツアーを開催する予定です。ぜひ、ご興味のある
ツアーがありましたら、ご参加ください。

〇２ｋｍ
　島津江　友香　11分23秒
〇２．５ｋｍ　
　吉田　暖人　11分26秒
〇３ｋｍ
　北岡　龍ノ助　18分1秒
〇４ｋｍ
　金岩　佑真　27分26秒　　　
　島津江　惣真　24分30秒

〇７ｋｍ
　金岩　奏佑　53分16秒
〇１０ｋｍ
　小谷　海　　55分31秒

＜一般参加者＞
〇５ｋｍ
　福嶋　貴敦　33分24秒

〇１０ｋｍ
　三島　太陽　55分11秒
　杉本　　健　53分48秒
〇駅伝１０ｋｍ
　遠藤　　学、神林　真充
　廣野　哲也、辻井　隆之
　梅田　彬人　1時間15秒

村の将来を早稲田大学の学生と一緒に考える座談会村の将来を早稲田大学の学生と一緒に考える座談会
　１２月９日（土）、とちの木センターにおいて「村の将来を早
稲田大学の学生と一緒に考える座談会」が開催されました。
　32名の方が参加し、８月末に早稲田大学の学生たちが各家庭
を訪問し、村民の皆様から聞かせていただいた話を振り返りなが
ら、村の将来について話し合われました。

（※敬称略）
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ま
ず
僕
は
、
あ
ま
り
税
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
身
近
に
あ
る
日
本
の
税
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

　
日
本
に
あ
る
税
に
は
、
国
税
と
地
方
税
が
あ
り
ま
す
。
国
税
は
主
体
が
国
で
、
例
え
ば
消
費
税
や
所
得
税

が
国
税
で
あ
り
、
地
方
税
は
主
体
が
地
方
公
共
団
体
で
、
住
民
税
や
自
動
車
税
な
ど
が
地
方
税
で
す
。
僕
は

こ
の
中
か
ら
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

　
消
費
税
は
国
税
で
、
何
か
物
を
買
っ
た
と
き
に
10
％
の
税
が
つ
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
世
代
や
就
労
に
関

わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
こ
の
税
金
を
納
め
て
い
ま
す
。
税
金
は
年
金
・
介
護
・
医
り
ょ
う
・
子
ど
も
、

子
育
て
支
援
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
僕
は
、
消
費
税
は
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
税
金
が

生
活
を
支
え
る
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
消
費
税
の
税
金
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
年
代
の
役
に
立
つ
こ

と
に
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
あ
る
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
税
は
国
税
で
、
消
費
税
を
抜
い
て
61.2
％
の
税
金
が
つ
き
ま
す
。
た
ば
こ
税
に
は
国
民
の
健
康
を
守

る
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
税
金
が
高
い
の
か
と
言
う
と
、
税
収
は
約
２
兆

円
に
も
な
る
貴
重
な
財
源
の
た
め
、
た
ば
こ
の
販
売
量
が
減
る
た
び
に
税
金
が
上
が
る
か
ら
で
す
。
僕
は
、

た
ば
こ
税
は
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
た
ば
こ
の
税
収
は
安
定
し
て
集
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
加
え
て
、
た
ば
こ
を
吸
う
本
数
が
減
る
た
め
、「
国
民
の
健
康
を
守
る
」
と
い
う
目
的
に
も
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
僕
は
た
ば
こ
税
は
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
固
定
資
産
税
は
地
方
税
で
、
不
動
産
の
所
有
者
が
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税
金
で
す
。
固
定
資
産
税

は
商
売
に
使
う
大
き
な
機
械
を
持
っ
て
い
て
も
払
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
固
定
資
産
税
は
毎
年
払
わ
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
僕
は
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
の
母
に
き
い
て
み
る
と
、

新
し
い
家
に
し
て
固
定
資
産
税
が
大
き
く
増
え
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
が
大
人
に
な
っ
た
時
に
は
、
今

の
何
倍
に
な
っ
て
い
る
の
か
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
税
金
の
こ
と
を
調
べ
て
い
て
、
税
金
は
身
近
に
使
わ
れ
て
い
て
、
自
分
た
ち
は
税
に
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
調
べ
て
か
ら
他
の
税
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
考
え
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　
国
税
庁
で
は
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と
の

共
催
に
よ
り
、
将
来
を
担
う
中
学
生
が
税
に
関
す
る

こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
作
文
を
書
く
こ
と
で
、
税
に

つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
ま
た
、
税
に
つ
い
て
正
し
い

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
全
国
の
中

学
生
か
ら
作
文
を
募
集
し
て
お
り
、
本
村
か
ら
応
募

し
た
や
ま
ゆ
り
学
園
第
7
学
年
の
金
岩
奏
佑
さ
ん
の

作
文
が「
上
北
山
村
長
賞
」に
選
ば
れ
、12
月
12
日（
火
）

に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
表
彰

「
日
本
の
税
」

上
北
山
や
ま
ゆ
り
学
園
　
第
７
学
年
　
金
岩
　
奏
佑
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現
在
、
私
た
ち
は
様
々
な
形
で
税
金
を
納
め
て
い
る
。
消
費
税
や
所
得
税
、
住
民
税
な
ど
で
あ
る
。
で
は
、
一
年
に
ど
れ
ほ
ど
の
税
金
が
納
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
三
年
前
の
令
和
二
年
度
、
日
本
に
は
約
63
兆
円
も
の
税
金
が
国
に
納
め
ら
れ
た
。
そ
ん
な
税
金
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
気
に
な
っ
た
の
で
調
べ
て
み
た
。

　
税
金
の
使
い
道
と
し
て
一
番
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が
健
康
や
生
活
を
守
る
社
会
保
障
費
で
あ
る
。
他
に
も
国
債
と
国
債
の
利
子
返
済
や
国
防
衛

の
た
め
の
防
衛
費
な
ど
が
あ
る
。

　
税
金
の
使
い
道
の
約
三
割
を
占
め
る
と
さ
れ
て
い
る
社
会
保
障
費
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
調
べ
て
み
る
と

大
き
く
分
け
て
四
つ
の
使
い
道
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
一
つ
目
は
社
会
保
険
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
達
が
病
気
や
怪
我
、
出
産
、
死
亡
、
老
齢
、
障
害
、
失
業
な
ど
生
活
の
困
難
を
も
た
ら
す
い
ろ
い
ろ
な

事
故
に
遭
遇
し
た
場
合
に
一
定
の
給
付
を
し
、
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
民
が
加
入
す
る
義
務
が
あ
る
保
険
制
度
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
医
療
保
険
や
年
金
制
度
、介
護
保
険
と
い
っ
た
も
の
が
分
類
さ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
国
で
は
救
急
車
を
手
配
す
る
た
め
に
お
金
が
発
生
す
る
が
、

日
本
で
は
無
料
で
手
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
も
こ
の
制
度
で
納
め
ら
れ
た
税
金
で
救
急
車
出
動
費
用
が
賄
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
社
会
福
祉
で
あ
る
。
こ
れ
は
障
害
者
や
母
子
家
庭
な
ど
の
社
会
生
活
を
す
る
上
で
様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
っ
て
い
る
国
民

が
、
そ
れ
を
克
服
し
、
安
心
し
て
社
会
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
公
的
な
支
援
を
行
う
制
度
で
あ
る
。

　
三
つ
目
は
公
的
扶
助
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
活
に
困
窮
す
る
国
民
に
対
し
て
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
し
自
立
を
助
け
よ
う
と
す
る
制
度
で
あ
る
。

生
活
保
護
制
度
な
ど
は
こ
れ
の
お
か
げ
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
四
つ
目
は
保
健
医
療
、
公
衆
衛
生
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
健
康
に
生
活
で
き
る
よ
う
様
々
な
こ
と
に
つ
い
て
の
予
防
、
国
民
の
健
康
と
安
全

を
保
障
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
保
健
事
業
、
母
子
保
健
、
公
衆
衛
生
な
ど
が
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
制
度
の
お
か
げ

で
予
防
接
種
は
定
め
ら
れ
た
条
件
下
な
ら
ば
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
社
会
保
障
制
度
は
私
た
ち
国
民
の
生
活
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
支
え
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
社
会
保
障
制
度
は
国
の
み

で
実
施
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
都
道
府
県
や
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担
ぎ
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
私
た
ち
が
納
め
て
い
る
税
金
は
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。
少
し
前
の
こ
と
に
は
な
る
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
を
無

料
で
接
種
で
き
た
。
こ
れ
も
公
費
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
代
を
政
府
が
負
担
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
税
金
は
私
た
ち
が
困
っ
た
と
き
や
、
万
が
一
の

事
態
が
発
生
し
た
時
に
私
た
ち
を
助
け
て
く
れ
る
も
の
だ
。

　
12
月
７
日
（
木
）、
吉

野
税
務
署
に
お
い
て
、

や
ま
ゆ
り
学
園
第
9
学

年
の
小
谷
　
海
さ
ん
の

作
文
が
「
近
畿
税
理
士

会
　
吉
野
支
部
長
賞
」

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
表
彰

「
税
金
の
そ
の
後
」

上
北
山
や
ま
ゆ
り
学
園
　
第
９
学
年
　
小
谷
　
海
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文化財防火デー文化財防火デー
1月26日

奈良県広域消防組合：まほろ隊長

吉野消防署
TEL 0746（32）1011

　毎年１月２６日は、「文化財防火デー」です。この日は、昭和２４年に法隆
寺金堂壁画が焼失した日にあたることから定められています。
　文化財の所有者及び管理者の方々は、防火訓練や防災設備点検を行うととも
に、地域の皆様方もこの運動を機会に一層の文化財の保護に努めましょう。

１ 文化財火災の特徴
　文化財火災の出火原因の多くは焚き火や放火によるもので、屋根からの出火
が目立ちます。杮葺（こけらぶき）・桧皮葺（ひわだぶき）といった燃えやす
い屋根材を使用しているためです。このような木造建物は、小さな火種が大き
い火災へと繋がります。

２ 防火のポイント
ア 火気管理
　文化財の建物内部や近くで火を扱うことは絶対にやめましょう。喫煙は、所
定の場所で行い、たばこは確実に消しましょう。また、自宅等で焚き火を行う
際は、周囲に気を配り、風が強い日を避け、万が一に備え消火の準備をしま
しょう。住民皆様の日々の心がけが文化財を守ることにも繋がります。

イ 放火防止対策の強化
　敷地内には、なるべく燃えやすい物は置かず、関係者による巡回警備、夜間
照明の設置、そして地域との協力など放火されない環境づくりが大切です。
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年金だより

国民年金のご相談・お手続きについては、
市区役所 または 町村役場、年金事務所 までお問い合わせください。

上記の国民年金制度の内容やメリットなどに関する動画はこちら ⇒

https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/20kanyu.html

２０歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなっ

たときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。

　20歳以上60歳未満の学生・農林漁業者・自営業者・無職の方等（国民年金第１号被保険

者）は、国民年金に加入することが義務づけられており、20歳になると日本年金機構から国

民年金加入のお知らせが届きます。

国民年金のメリット

保険料が控除！
納めた保険料の全額が所得から控除されます。

老後を支える終身保障！
「老齢基礎年金」が受け取れる一生涯の保障です。

万が一の障害や遺族も保障！
老後だけではなく現役世代の保障も充実しています。

基礎年金の半分は国（税金）が負担!
基礎年金の半分は国（税金）から支払われています。

　保険料をまとめて前払い（前納）すると、割引が適用されるのでおトクです。

国民年金の保険料

「付加年金制度」があります！

「前納割引制度」があります！

口座振替・クレジットカードでのお支払い

「学生納付特例制度」

「納付猶予制度」

　国民年金第１号被保険者及び任意加入被保険者の1カ月あたりの保険料は16,520円です（令
和5年度）。

　定額保険料（16,520円）に月額400円の付加保険料を上乗せして納めると、将来の老
齢基礎年金に付加年金が加算され年金を多く受け取れます。

　口座振替を利用すると、金融機関等に行く手間と時間が省け、納め忘れも防ぐことが
できます。さらに、「早割（当月末納付）」や「前納」で納めると、保険料が割引されます。

※付加保険料の納付は申出月からの開始となりますので、20歳到達月（20歳の誕生日

の前日が含まれる月）からの納付を希望される場合は、お早めにお申し出ください。

　学生の方は、ご本人の所得が一定額以下の場合、世帯主の所得にかかわらず保険料
の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、
各種学校（学校教育法で規定されている修業年限が1年以上の課程に在学している
方）に在籍する学生等です。

　学生でない５０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に保険
料の納付が猶予される制度です。
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職
場
見
学
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

　
県
内
企
業
37
社
に
て
職
場
見
学
（
１
日

間
）・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
３
日
間
以
上
）

を
受
け
入
れ
中
で
す
。

　
受
け
入
れ
企
業
一
覧
は
H
P
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

■
日
時

令
和
６
年
２
月
末
ま
で
の
期
間
中
、随
時

■
定
員
　
７０
名

■
対
象

　
大
学
生
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
専
門
学

校
、専
修
学
校
、専
門
学
校
等
の
学
生
、留
学
生

　
既
卒
３
年
以
内
の
求
職
者

　
若
年
求
職
者（
４５
歳
未
満
）

■
申
込

　
Q
R
コ
ー
ド
よ
り
事
前
面
談
の
予
約

を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

　
後
日
、
担
当
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
か
ら
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
奈
良
労
働
局
委
託
「
若
年
者
地
域
連

携
事
業
」事
務
局

　
㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

T
E
L
：
0
7
4
2
‐
9
3
‐
6
8
2
5

U
R
L

https://public.lec-jp.com/jakunen-nara/kengaku/

　

奈
良
県
無
料
職
業
紹
介
所

　

求
職
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
奈
良
県
無
料
職
業
紹
介
所
は
、
県
が
行
う

無
料
職
業
紹
介
で
す
。専
門
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
求
人
企
業
の
ニ
ー
ズ
、
求

職
者
の
経
験
や
将
来
の
方
向
性
を
把
握
し
、

互
い
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
紹
介
を
行
い
ま

す
。ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
面
談
が
必
要
で

す
の
で
、
電
話
で
面
談
日
の
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

　（
事
前
に
求
職
票
を
W
e
b
登
録
後
、
電

話
で
面
談
日
予
約
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可

能
）

■
問
い
合
わ
せ

奈
良
県
無
料
職
業
紹
介
所

業
務
時
間
：
月
〜
金
曜
日
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
・
休
日
、
年
末

年
始
は
除
く
）

U
R
L

https://w
w
w
.pref.nara.jp/23913.htm

奈
良
し
ご
と
i
セ
ン
タ
ー

奈
良
市
西
木
辻
町
9
3
‐
6

エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
１
階
　

T
E
L
：
0
7
4
2
‐
2
3
‐
5
7
2
9

F
A
X
：
0
7
4
2
‐
2
3
‐
5
7
5
7

高
田
し
ご
と
i
セ
ン
タ
ー

　
大
和
高
田
市
幸
町
2
‐
3
3

　
奈
良
県
産
業
会
館
３
階

　
T
E
L
：
0
7
4
5
‐
2
4
‐
2
0
0
7

　
F
A
X
：
0
7
4
5
‐
2
4
‐
0
1
0
1

　国有林の事業運営等について、国民の皆さまの理解を深めるとともに、ご意見やご要望をお
聞きして国有林野行政に反映させるため、国有林モニターを募集します。

【任　　期】令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

【対　　象】森林・林業及び国有林に関心のある成人の方。ただし、国会及び地方議会の議員、地
方公共団体の長、常勤の国家公務員、令和3年度から令和5年度まで３年間連続して
国有林モニターを務められた方は除きます。

【応募締切】令和6年2月9日（金）

【詳　　細】募集の詳細は、近畿中国森林管理局ホームページをご覧ください。
　　　　 「近畿中国森林管理局　国有林モニター」で検索

【お問い合わせ】
近畿中国森林管理局 
総務企画部 企画調整課 林政推進係
TEL：０６－６８８１－３４１２（直通）まで
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場（代表）２－０００１

ワースリビングかみきた
　診療所
（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－００１６

　保健福祉課
　社会福祉協議会

３－０３８０

２－０１２９

教育委員会 ２－００６６

上北山やまゆり学園
２－００２７

やまゆり保育園
２－０２３０

村民総合会館 ３－０３３０

総務課 2－0 0 0 1
企画政策課 2－0 0 0 2
建設課 2－0 0 0 3
住民課 3－0 2 2 3
出納室 9－0 2 0 7
議会事務局 9－0 7 0 3

白川公民館 ３－０１２０

ふるさとふれあい会館
３－０２１８

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

５－２２２７
５－２２５１

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分署
２－０００５

５－２４５０

吉野土木事務所
工務第二課 ２－００９８

一般社団法人
ツーリズムかみきた２－０102

関西電力㈱高田営業所
０８００－７７７－８０５１

　お互いに尊重することで、皆でハラスメントのない職場に

していきましょう！

　ハラスメント対策の総合情報サイト「あかるい職場応援

団」では様々なハラスメント

対策に関する情報が掲載さ

れています。

　ご活用ください。

NO！ハラスメント！
12月は職場の

ハラスメント撲滅月間です

奈良労働局　雇用環境・均等室

TEL：0742-32-0210

お問い合わせ

●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を活用すれば休暇の分散化にもつながります。

上手に活用し働き方・休み方を
見直しましょう

を年次有給休暇
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　肝臓は沈黙の臓器と言われて、肝炎などの慢性の病気になっていても自覚症状が乏しいため、病気が進行してか
ら診断されることが多く、早期発見、早期治療が難しい臓器です。
　肝臓の病気の原因には、肝炎ウイルス、脂肪肝、薬物、アルコール、自己免疫などがありますが、今回は、Ｃ型肝炎に
ついてお話しします。
　Ｃ型肝炎ウイルス（HCV）は1988年に発見され、HCV感染者の血液や体液を介して感染し、主な感染経路は輸
血、汚染された注射器の使用、刺青などで、感染率は低いですが母子感染、性行為感染もあります。しかしHCV感染
血液に直接触れなければ、一般の日常生活で感染する可能性はほとんどありません。
　HCVに感染すると、約20～30％の人はウイルスを体内より排除できますが、残りの約70％は持続感染者となり、
慢性肝炎、肝硬変、さらに肝臓がんに進行するといわれています。我が国のHCV持続感染者は、約90万人と推定さ
れ、肝炎発症患者さんは約30万人といわれています。しかし、HCVに感染していても、気が付いていない方もおられ
ます。そのため国は全ての国民に少なくとも１回は肝炎ウイルス検査を受ける必要があると考えています。
　HCV感染は採血で、HCV抗体検査を行います。陽性なら精密検査で、血液中にHCV遺伝子があるかどうかを確
認し、確定診断します。奈良県では、40歳以上の方にＢ型とＣ型肝炎ウイルス検査が市町村の肝炎ウイルス検診で受
けられ、保健所では、無料でＢ型・Ｃ型肝炎検査を行っています。
　近年、Ｃ型慢性肝炎・肝硬変治療は、新薬が開発され、治療効果が劇的に改善され、95％以上の患者さんにHCVの
排除が可能となり、Ｃ型肝炎は治る時代を迎えました。
　奈良県は肝炎検診の受診率が全国でかなり低い方です。一度も肝炎検査を受けていない方や、肝炎検査の結果が
わからない方は、地域の市町村、保健所にお問い合わせの上、肝炎検診を受けてください。

Ｃ型肝炎ウイルス検査

奈良県医師会

　誰しも医療機関に受診した時は緊張して、自分の考えを伝えるのが難しい経験はあるのではないでしょうか。特に医
師に対しては、理解できなくても、『分かりました』と答え、診察室を出ていませんか。そこにはいくつかの理由が考えら
れます。
・白衣の医師と診察室の独特な雰囲気に緊張し、悪いことを考えてしまう
　✓怖いことを言われたり、嫌なことをされるんじゃないだろうか
　✓こんなこと聞いたら馬鹿にされるんじゃないか
・患者さんが多くて忙しそう
　受診におけるこの心理状態は、自分の心をマイナスに向けてしまいます。あたかもそれは試験や試合で失敗する時の
状況に似ています。試験や試合の場合は、合格するために、優勝するために、勉強したり練習したりして準備しますよね。
　医療機関を受診するときも同様で、自分を伝える準備が必要だと私は考えています。
　具体的には以下の２点をまとめておくと良いでしょう。
　　１．これまでどんな病気にかかり、今何に困り、何をして欲しいのか
　　２．これまでの私、今の私、これからの私
　発熱や腹痛など、急な症状で受診する場合は、１だけでも十分だと思います。ただ、慢性経過の病気（いわゆる持病）
や、その後の人生を大きく変えてしまうような病気（がん、脳梗塞など）にかかったことのある方、あるいはその治療中の
方などは、２が重要になってきます。
　特に、【これからの私】を考える上では、【これまでの私】を振り返り、【今の私】を考えて、言語化しておくことが重要で
す。一つの方法として、白紙に縦軸と横軸を描き、横軸に年齢を、縦軸に自分の状態を示すこととします。よかったこと・
よくなかったことを人生の波を描くようにグラフで表現し、波の山・谷でそれぞれどのような出来事があったのかを書き
込んでいくのです。これをライフラインチャートといい、自分の人生の振り返りに大変役立ちます。
　ご自宅でご家族とライフラインチャートを描くと、自分を伝える準備だけにとどまらず、感謝と希望が生まれ、気持ちが
プラスになり、医療者にも言いやすくなることでしょう。

医療者に『自分を伝える』準備をしよう～言えることで癒える～

奈良県医師会
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上北山村国民健康保険診療所
医 師 浅 香 幸 久
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Vol.
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迎
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。
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令和5年12月定例村議会……………………
村の出来事……………………………………
税についての作文……………………………
吉野消防署からのお知らせ…………………
年金だより……………………………………

Ｐ10・11
Ｐ12
Ｐ13
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お知らせ………………………………………
奈良健康情報…………………………………
診療所だより…………………………………
日本赤十字社奈良県支部から
　　　　　　　　災害救援車貸与…………

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

主な内容

　11月14日（火）、日本赤十字社奈良県支部から、上北山村に災

害救援車が貸与されました。

　災害救援車は、日本赤十字社奈良県支部への高額寄付者をは

じめ、毎年5月に村民皆さまからご協力いただいています日赤一

般社資などが費用の一部となっています。

　災害救援車は、災害救援活動の用に供するため、地区分区に

配備するものであり、災害時における救護資材及び救援物資の

搬送、赤十字思想普及、地区活動業務等に使用するものです。緊

急放送などに使用できるようマイクスピーカー・アンプ・ドライブ

レコーダーなどが搭載されていて、冬季にも対応すべく四輪駆

動車となっています。

　今後、災害救援をはじめとする赤十字活動や地域福祉の推進

に役立てられます。

　毎年5月は赤十字社資募集期間となっており、皆さまの引き続

きのご支援・ご協力をお願いいたします。

　本村では、20歳を迎えた方を対象に「二十歳を祝う会」として
毎年1月に開催していましたが、成人年齢(18歳)の引き下げや
該当者の減少などにより令和5年度は実施せず、令和6年度に
「成人を祝う会」として実施する予定となりましたのでお知らせ
します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  教育委員会

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

【1月4日】

【12月25日】
・国民健康保険税　  第6期

・介護保険料　  　　第5期
・後期高齢者保険料  第6期
・固定資産税   　　　第3期

日本赤十字社奈良県支部から
災害救援車貸与

成人式(二十歳を祝う会)について
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